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１ ごみ処理事業 

（１） 令和５年度実績 

ア 概要

 

排出状況

収集運搬状況（ｔ）
選別 破砕 埋立

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 掛洞ﾌﾟﾗﾝﾄ 衛生ｾﾝﾀｰ 計 大杉 資源化 その他
学校 418 83 83 335

老洞 46,030 41,697 4,333 0 46,030
木田 16,254 11,055 5,199 0 16,254
南部 2,149 2,149 0 2,149
計 64,433 0 0 54,901 9,532 0 64,433 0 0 0

64,851 0 0 54,984 9,532 0 64,516 0 335 0
1/ 310 日 209

1,611 0 1,562 0 49
1/ 241 日 7

426 0 44 240 142 382
1/ 175 日 2

37,358 1,400 28,001 5,167 33,168 2,780 10
1/ 365 日 102

7,267 4,740 1,519 931 2,450 77
1/ 304 日 24

2,131 2,131 0
1/ 257 日 8

3,963 3,963 0 0
1/ 257 日 15

105 0 105
42 0 0 42
13 0 13

4,533 4,533 0
20 20

122,320 10,627 7,746 84,744 15,772 0 100,516 0 3,421 10
2,790 0 2,780 10

119,530 10,627 7,746 84,744 15,772 0 100,516 0 641 0
109,476 2,284 6,676 84,744 15,772 0 100,516
10,054 8,343 1,070 0 0 0 0 0 641 0
7,395 10 7,385

中間処理状況（ｔ）

リサイクルセンター 東部クリーンセンター（破砕施設） 焼却場 計 東部ｸﾘｰﾝ 掛洞ﾌﾟﾗﾝﾄ 衛生ｾﾝﾀｰ
収集 10,627 収集 7,746 収集 100,516 84,744 15,772 0

前年度残 31 ﾘｻｲｸﾙ搬出 10 選別後残渣 2,284 2,166 118

計 10,658 前年度残 55 破砕機搬出 6,676 6,676

破砕 10 計 7,811 し尿処理後 816 816

焼却 2,284 ２次処理 焼却 6,676 前年度残 3,580 2,342 1,238

カレット 1,105 破砕金属 726 計 113,872 96,744 17,128 0

スチール 446 選別金属 240 111,970 96,454 15,516
アルミ 492 モーター類 21 351 351 221
ペット 1,139 ケーブル類 9 345 275 70

残渣硝子 625 家電 121 灰成型品 12,604 10,671 1,933
ﾌﾟﾗ容器包装 3,370 7,793 金属 472 472 0

9,471 258 計 13,076 11,143 1,933 0

247 30 88.3% 88.5% 87.5%

38 18 -1,688 -1,688 0

1,111 3,590 1,978 1,612 0

76

最終処分状況（ｔ）
大杉 12,604

資源分別回収事業(t)（資源循環課） *1 エコプラント椿の一次稼働停止により、学校生ごみ83tを焼却処理

計 12,604 3,481

219

81

犬猫死体処理状況（体） 3,781

犬 4
猫 951

その他 1,363

計 2,318

資源（有価）物取扱状況

品目 焼却場金属 破砕・選別金属 モーター類 ケーブル類 アルミ スチール カレット ペット 残渣硝子 プラ容器

処理量(t) 472 966 35 17 492 446 1,105 1,139 625 3,370
金額(千円) -4,567 30,679 1,803 3,061 116,415 22,754 204 66,864 -38,511 -1,955

資源循環課 老洞
品目 紙類・古着 小型家電 乾電池 蛍光管 食用油

処理量(t) 77 20 105 42 13 8,924
金額(千円) 481 8,533 1,021 191,252

資源化

未処理

-15,530

繊維類（古着類）

金属類

東部ｸﾘｰﾝ

未処理

埋立
紙類

稼働日数（日）

対象量

処理　計

稼働日数（日）

日平均処理量

搬出

売却・
資源化

焼却減少率

水分等処理

水分等処理

計

*2 柳津資源ステーションの古紙・古着類の分

注：また、ペットキャップ、発泡スチロール、白色トレイ、プ
ラ容器はプラスチック製容器包装として一括処理

収集量に含まないもの

稼働日数（日）

処理　計

対象量

日平均処理量

直営小型家電リサイクル

対象量

２次処理

その他(売却・外部処理等)

年間総排出量計

内訳
焼却処理

上記の内、破砕処理されるもの

食用油
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装 委託業者

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀ-

計
木田環境事務所

売却

未処理

日平均処理量

焼却

自己搬入ごみ

都市美化ごみ

委託業者

年間総収集（処理）量

ペットボトル
委託業者

ビン・カン
委託業者

蛍光管
乾電池

d / b

収集運搬区分

334 t

自己搬入

直営・借上業者

委託業者

186,907 世帯366 日 399,492 人 122,320 t

外部処理

日数（a） 世帯数 人口（b） 総ごみ排出量（c） c / a = d
日平均排出量

普通ごみ

委託業者

家庭系
直営　・
委託業者

ごみ種類区分

0.84 ㎏

焼却

計画区域

計

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

許可業者

直営・委託業者
粗大系ごみ

（普通ごみ・粗大ごみ・その他）
事業系ごみ
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イ ごみ処理施設関係調査結果（令和５年度平均値） 

一般廃棄物埋立地浸出水処理施設水質検査結果  

原水 処理水 原水 処理水 原水 処理水 原水 処理水 原水 処理水 原水 処理水

水素イオン
濃度（pH）

5.8～8.6 11.1 7.5 11.1 7.8 8.7 7.5 7.4 8.0 7.7 8.0 6.9 7.0

生物化学的酸素
要求量(BOD）

60㎎/ℓ（日
平均120）

0.9 0.7 5.8 0.9 1.4 1.9 1.9 1.0 1.2 2.8 1.3 1.2

化学的酸素
要求量（COD）

90㎎/ℓ（日
平均120）

9.6 7.8 11 1.9 2.6 2.2 2.7 1.1 2.8 2.6 3.0 2.5

浮遊物質量
（SS）

60㎎/ℓ（日
平均150）

6 4
1

未満
2

1
未満

3 2
１

未満
8 5 15 8

大腸菌群数 3,000個/㎤
30
以下

30
以下

30
以下

30
以下

30
以下

30
以下

30
以下

30
以下

30
以下

30
以下

57
30
以下

銅含有量 3㎎/ℓ 0.05 0.02 0.01
0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

亜鉛含有量 2㎎/ℓ
0.01
未満

0.01
0.01
未満

0.01
0.01
未満

0.01
未満

0.04 0.01 0.03 0.02 0.01 0.01

溶解性鉄
含有量

10㎎/ℓ 0.13 0.06 0.06 0.03 0.11 0.07 0.01 0.01 1.5 0.82 3.1 1.9

溶解性マンガン
含有量

10㎎/ℓ
0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01 0.04 0.04 0.01
0.01
未満

0.23 0.16 0.16 0.16

クロム
含有量

2㎎/ℓ 0.05 0.04
0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

0.04
未満

カドミウム及びそ
の化合物

0.03㎎/ℓ
0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

0.005
未満

シアン化合物 1㎎/ℓ ―
0.1
未満

―
0.1
未満

―
0.1
未満

―
0.1
未満

―
0.1
未満

―
0.1
未満

鉛及び
その化合物

0.1㎎/ℓ
0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

0.01
未満

総水銀 0.005㎎/ℓ
0.0005
未満

0.0005
未満

0.0005
未満

0.0005
未満

―
0.0005
未満

―
0.0005
未満

―
0.0005
未満

―
0.0005
未満

佐野埋立跡地 則松埋立跡地
検査項目

基準値
（処理水）

大杉埋立地 北野阿原埋立跡地 阿原沖埋立跡地 奥埋立跡地

 
 

排ガス測定結果 

基準値 東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 掛洞プラント

湿り排ガス量 *N㎥/ｈ 45,800 29,200 　（注）*の項目は基準値がありません。

乾き排ガス量 *N㎥/ｈ 38,800 19,200 　　　□の項目は排ガス量によって基準値が変わりますが、

排ガス温度 *℃ 176 165 　　　検査結果は基準値より大幅に下回っています。

排ガス流速 *ｍ/ｓ 11.1 7.89
水分量 *％ 15.4 34.2
酸素濃度 *％ 11.7 11.4
ダスト濃度 0.08ｇ/N㎥ 0.004 0.003
硫黄酸化物 □N㎥/ｈ 0.024 0.14
硫黄酸化物 *ｐｐｍ 0.51 7.7

K値 11.5 0.01未満 0.03
塩化水素（補正値） 700㎎/N㎥ 26 30
窒素酸化物（補正値） 250ｐｐｍ 20 127

検査項目

排
ガ
ス
組
成

有
害

ガ
ス
濃
度  

 

大気測定結果 

地頭方中

公民館

東部

事務所

東部ｸﾘｰﾝ

ｾﾝﾀｰ

伊洞

公民館

上雛倉

公民館

雛倉

公民館

奥

公民館

網代

小学校

岐阜本巣特

別支援学校

掛洞

ﾌﾟﾗﾝﾄ

二酸化硫黄 0.04ｐｐｍ 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

二酸化窒素 0.06ｐｐｍ 0.005 0.003 0.004 0.001 0.001 0.003 0.003 0.002 0.004 0.002

浮遊粒子状物質 0.10㎎/㎥ 0.007 0.008 0.008 0.006 0.009 0.010 0.007 0.010 0.009 0.008
降下ばいじん *g/㎡/30日 2.1 1.5 1.9 1.3 1.7 1.3 1.3 1.6 1.6 1.3

検査項目
基準値
（平均値）

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ周辺 掛洞プラント周辺

（注）　*の項目は基準値がありません。  
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ウ 排出元と収集体制 

 

 

 

 

 

 

 

エ 発生したごみの最終的な処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭系

81,668 

66.77%都市美化

426 

0.35%

学校生ごみ

418 

0.34%

事業系

一般廃棄物

39,466 

32.26%

産廃の

併せ処理

342

0.28%

生活系

82,512 

67.46%

事業系

39,808 

32.54%

市収集

77,695

63.52%

自己搬入

7,267

5.94%

許可業者収集

37,358

30.54%

令和5年度排出元別ごみ収集量（t）

資源化

11,715 

9.58%

焼却後資源化

472 

0.39%

焼却後埋立

110,123 

90.03%

外部処理

10 

0.01%

令和5年度総ごみ収集量における処理内訳（t）

直営

25,746 

33.14%

委託

51,949 

66.86%

令和5年度市収集量における直営／委託比率（t）

金属類

2,219 

18.94%

ガラス類

1,948 

16.63%

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

4,902 

41.84%

生ごみ類

335 

2.86%

紙類(古着）

類

1,961 

16.74%

その他

350 

2.99%

令和5年度総資源化処理量の内訳（t）

大杉最終処

分場

12,604

100%

令和5年度焼却灰の最終処分実績（t）

令和 5年度 

総ごみ収集量 １２２，３２０ｔ 
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オ ごみの内訳 

総ごみ内訳

品目 数量（ｔ） 割合（％）

普通ごみ 100,433 82.11%

粗大系ごみ 7,795 6.37%

カン 1,677 1.37%

ビン 2,756 2.25%

ペットボトル 2,363 1.93%

小型家電リサイクル 20 0.02%

乾電池 105 0.09%

廃蛍光管 42 0.03%

廃食用油 13 0.01%

発泡ｽﾁﾛｰﾙ 161 0.13%

プラ容器 4,533 3.71%

紙類・古着類 1,961 1.60%

生ごみ 418 0.34%

鉄類 33 0.03%

木類 0 0.00%

実験動物死体 10 0.01%

計 122,320 100.00%  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

可燃物

98.7%

塵芥類

26.7%

紙類

34.3%

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

11.4%

その他

26.3%

不燃物

1.3%

令和５年度普通ごみの組成

普通ごみ

78.90%

粗大系ごみ

7.78%

ビン・カン

4.85%

ペットボトル

2.61%

乾電池

0.13%

廃蛍光管

0.05%

廃食用油

0.02%

プラ容器

5.55%

紙類・古着類

0.09%

小型家電リサイクル

0.02%

令和5年度家庭系ごみ種別内訳（t）

普通ごみ

89.47%

粗大系ごみ

3.52%
カン

0.63%

ビン

0.55%

ペットボトル

0.58%

発泡ｽﾁﾛｰﾙ

0.40%

紙類

4.73%
鉄類

0.08%

木類

0.00%

実験動物死体

0.03%

令和5年度事業系ごみ種別内訳（t）
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カ ごみ処理フロ－ 

     

令和5年度 ごみ処理のフロー

直営 直営
老洞 直営 24,592 46,231 24,974

46,231 24,974 委託 木田 16,397 委託
木田 委託 39,841 南部 2,187 39,841

16,397 39,841 南部 直営
南部 93

2,187 直営 木田 0 委託

老洞 粗大ごみ 49 南部 5 1,562

1,650 直営 木田 0 (がれき類） 委託 委託
木田 93 南部 0 1,562 3,950

0 委託 直搬 0 直営

南部 1,562 4,740 13

5 直搬 委託 委託
直搬 4,740 3,950 2,128

4,740 直営 一課 2,131 直営
一課 委託 低炭素 13 3

3,963 3,950 委託 直営
委託 2,128 0

0 13 2,131 直営 委託
低炭素 0 3 105

直営 直営
0

委託 委託 委託
一課 2,128 105 42

委託 直営 委託
2,131 3 13

委託 委託
42 0

委託 委託
木田 直営 13 0

105 0 委託 委託
南部 委託 0

0 105 委託 直営
老洞 3,238 670

木田 直営 委託 木田 1,144 委託

42 0 南部 151 3,863

南部 委託 直営 委託
0 42 670 0

老洞 3,238 委託 委託
木田 委託 木田 1,144 3,863

南部 151 直営
13 13 20

委託
委託

南部 0 0
0 0 委託

0
直営

20
木田 委託

4 →
0 0 直営

0
低炭素 委託 直搬 委託

0 0 77 418
直営 老洞 52,282 直営

一課 直営 382 木田 18,688 25,773
4,533 670 木田 143 委託 南部 2,343 委託

委託 南部 38 低炭素 0 51,922
3,863 直営 直搬

44 2,450

直営 委託
直搬

直搬 直搬 直営 4,740

77 77
委託 直搬

木田 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 委託 0

0 ｷｬｯﾌﾟ 0 直営
0 直搬

委託

老洞 直営
20 20

20

老洞 直営 直営 直搬

418 0
木田 委託 委託

0 418 418

許可 許可
33,168 33,168

直搬 木田：木田環境事務所
2,450 老洞：老洞環境事務所

許可 南部：南部環境事務所 許可
1,400 資源循環課 1,400

直搬

許可 許可
252 252

直搬
0

20 許可 許可

218 218
直搬

0
許可 許可

232 232
直搬

許可 許可
161 161

直搬

許可 許可
1,884 1,884

直搬

許可 許可
33 33

直搬

許可 許可
0 0

直搬

許可 許可
10 10

直搬

許可 許可

0 0

直搬

64.56% 32.54% 2.91% 100.00%

71.44% 25.23% 3.34% 100.00%

計 46,030 16,254 2,149 64,433 100.00% 計
2,318

2,318

0
0

3,780,986 3,780,986

0

雑ビン類 0委託 30,099 7,593 2,149 39,841 61.83%

→

→

木田 南部 計 金属くず

直営 15,931 8,661 0 24,592 38.17%

10 →

ビン類
生きビン類 1,363

計（匹）

※ 家庭系普通ごみ収集量の事務所別内訳 カン
フライパン

類

アルミ 18,667
81,430

951

62,763 他（匹）老洞

4

古着 古着 218,970 218,970 猫（匹）

計 48,663 24,526 2,192 75,381 100.00%

委託 32,079 15,380 2,149 49,608 65.81%

直営 16,584 9,146 43 25,773 34.19%
雑誌・チラシ

雑紙 1,807,690
3,480,586

犬
猫
死
体
収
集

委
託

犬（匹）

南部 計

紙類

新聞 1,006,120

ダンボール 629,970

牛乳パック 36,806

※ 生活系ごみ収集量の事務所別内訳 ※資源分別回収量(低炭素・資源循環課) 単位：㎏

老洞 木田

122,320 122,320 (343) ####### 122,320 (343)

総排出量（自家処理・資源回収量除く、産業廃棄物併せ処理含む(ｶｯｺ数字)） 総収集量（産業廃棄物併せ処理含む(ｶｯｺ数字)）

39,808 39,808 (343) ######## (202)

0

0 計（産業廃棄物併せ処理含む(ｶｯｺ数字)） 計（産業廃棄物併せ処理含む(ｶｯｺ数字)）

37,358

産褥汚物 2,780 →

0 2,628

10

産褥汚物
⑩高島衛生工業

産褥汚物

木類

10 100,437 →

10 0

実験動物 0 0
⑨ﾄｰﾖｰ
ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ実験動物 実験動物

0 414 →

→

⑦岐阜産衛 33

排出量(kg)
7,815

436.94 10 鉄類

家庭ごみ量

木類

木類
総ごみ量

鉄類
１世帯当り

年間

0 33
／

１日

90
1,884

／
１日 0.84 1,884

1.20

33 0
紙類

１人当り
年間 306.19

排出量(kg)

⑥美濃ラボ

161 186,907
147 →

紙類

161

399,492 5,041 232

鉄類
発泡ｽﾁﾛｰﾙ 総世帯数（戸） ⑤野々村

商店
発泡ｽﾁﾛｰﾙ

④中島清掃1,961 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 総人口（人） ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

232

紙類
（古着類含む）

8,674
218 ※　人口統計 218

0
252

③出倉商店

252
小型家電

リサイクル

ビン ビン

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
ｷｬｯﾌﾟ

1,400 1,400

カン 6,478 カン

②中部浄化
工業

普通ごみ

418 35,618 33,168
14,527

粗大ごみ 粗大ごみ

生ごみ

事
業
系

普通ごみ

民
間
収
集

①中日本
ｸﾘｰﾅｰ

4,533
計（自家処理・資源回収量除く） 計（産業廃棄物併せ処理含む(ｶｯｺ数字)）

82,512 82,512 82,512 82,512.45 7,267 (141)82,512.00 82,512.00

418
77

木田

7,267.00

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製
容器包装

学校生ごみ 学校
老洞

生ごみ 古紙・古着類

418 418 418 77

老洞

木田

0

0 0
0

ビン・ペット

小型家電
リサイクル

0
ﾋﾞﾝ･ﾍﾟｯﾄ

発泡ｽﾁﾛｰﾙ
(白色ﾄﾚｲ)

木田
0

161

5 粗大ごみ

77 426
老洞

カン 4,740

13 古紙・
古着類

39
2,450

都市美化
木田・南部

44

食用油 382 77,695
4,533 老洞

粗大ごみ

自
己
搬
入

ﾌﾟﾗ容器包装
201

老洞
普通ごみ 計

42 0
直搬

77
木田

41877

古紙・古着類
老洞

学校生ごみ

普通ごみ

カン

418

0

蛍光管 発泡ｽﾁﾛｰﾙ
（白色ﾄﾚｲ）

老洞 小型家電
リサイクル20

20

0

木田
木田

白色ﾄﾚｲ

20
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
ｷｬｯﾌﾟ 20

105 食用油

老洞 小型家電
リサイクル

13 0

0

4,533 0

乾電池 42
一課

ﾌﾟﾗ容器包装
木田

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ

0
0 4,533

乾電池
13

02,363
木田 発泡ｽﾁﾛｰﾙ

（白色ﾄﾚｲ）
一課

13
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

南部
0

105
0

ﾌﾟﾗ容器包装

蛍光管
低炭素

0

0 0
木田

食用油
木田

発泡ｽﾁﾛｰﾙ

2,756
42 13

南部
42

南部
13

木田
蛍光管

木田
食用油

ビン
(一部按分)

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 家庭系
南部

105
南部

0 0

2,131 81,668

105 42

42

木田
乾電池

木田
蛍光管

1,677 2,131
南部

1050

3,963
一課 105

カン
ビン・カン

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
木田

乾電池

3,963 0

3,963 2,131

7,795 4,740
一課

ビン・カン ペットボトル

3,963
10,627 →

6,395
直搬

3,963

2,149 1,650
老洞

1,655
1,611

64,815
16,254

100,433
老洞

粗大（がれき類）

普通ごみ
(併せ産廃含)

普通
46,030

木田
64,433

普通ごみ

64,815

ビン・カン

岐
阜
市

生
活
系

老洞
普通ごみ

市
収
集

老洞

粗大ごみ
(がれき類)

粗大
(がれき類)

一課

6,351

事務所別 事務所別 事務所別
収集別

担当部課・
種類別 収集別

排出 収集運搬

種類別
担当部課・

種類別 収集別
担当部課・

種類別

※4※4
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↑

↑

↑

↓ ↓

↑ ↓

がれき類、小型家電

↓ ↑

12,266

産褥汚物 計

0 2,780

2,318

斎
苑

犬猫（匹） 計

実験動物 木類

10 0

その他処理 33

自
社

焼
却

(

火
葬

)

390 816
鉄類

→ 390

紙類

1,884

し
渣
等

(0) ↑

816

計

浄
化
槽
汚
泥

816
発泡ｽﾁﾛｰﾙ

390 161

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

232

218

衛
生
セ
ン
タ
ー

の
処
理

委託

市
処
理

し
尿 脱

水
汚
泥

390

寺田
ﾌﾟﾗﾝﾄ生活排水 衛生ｾﾝﾀｰ

許
可
業
者
の
独
自
搬
入
ル
ー

ト

252

次は縦横計に集計しない。
※1 老洞選別金属分含む。
※2 都市美化の市直営収集(粗大ごみ)ルートに含む。
※3 エコプラント椿の修繕工事により東部CCへ搬入した
　　学校生ごみ（4t）を含む。

ビン

121

カン

製
造
元

102,721 →

414

家電ﾘｻｲｸﾙ

生ごみ 畜
産

→
計

69 → 1,065

3,370

5,802

白色ﾄﾚｲ

ﾌﾟﾗ容器包装

0

76 0

625

未処理 発泡ｽﾁﾛｰﾙ

硝子残渣
7,177 →

1,111

9,471 1,139

水分等処理

625 42

計 ペット

蛍光管

乾電池

1,139 105委
託

硝子残渣

水分等 -1,767 0 0

0

-1,767 

未処理 1,978 1,612 3,590

ペット

0.88 0.88 #DIV/0!
アルミ

焼却減量率

472

492 49
0.88

がれき類

金属類

委
託

鉄 18
計 11,143 1,933 0

446

77

1,105
7,793

計

13

古紙・古着類

472

家電ﾘｻｲｸﾙ

搬
出

0 472

未処理 3,149

13,076

カレット 計 (総搬出量)

金属

1,933 0 12,604
製
造
元

10,671

食用油
ｶﾚｯﾄ雑

554
345.01

9

9
ケーブル類

日平均

342 21 ケーブル類
351

21
221 0

選
別
保
管

ｶﾚｯﾄ白

ｶﾚｯﾄ茶

209
もえがら

モーター類
稼働日数

121

金属類
プラ容器

選別金属
111,970

966
3,370

2,284

有
価
物
売
却

小型家電
リサイクル113,793726

焼
却

対象量

240

351

492

20

モーター類

焼却
96,665 17,128 0

計(破砕処理量)

7,402

焼却量 96,454 15,516 0

売
却

274.80 70.21

焼却

アルミ

1,238 0

売
却

破砕金属

破砕

破
砕
処
理

10 6,676

次
処
理

次
処
理

日平均

3,580

鉄

38.34 446

110,213計 94,323 15,890
稼働日数 稼働日数

247 258

カレット

1,105

対象量

破
砕
（

選
別
）

・
搬
出

7,811 209
(0) 816

ｶﾚｯﾄ雑

0

選
別
・
圧
縮
・
梱
包
・
搬
出

対象量
し尿関係
処理後

816

日平均

前年度未処理 2,342
30.28

10,658

31 55

選別後
残渣

2,166 118 2,284
ｶﾚｯﾄ茶

554

前年度未処理 前年度未処理

有
価
物
売
却

資
源
化

10,627 7,756 342
破砕後 6,676 6,676

ｶﾚｯﾄ白計 計

0 10
100,437 資源化処理

自己搬入 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
収集分 84,665 15,772 0

自己搬入 2,450
4,533 4,740

プラスチック製
容器包装 自己搬入

1,519 931 0

2,131 1,400

許可業者
許可業者 28,001 5,167 0 33,168

382
2,538 44

12,604

都市美化

64,437
搬
入

埋
立

カン 都市美化

灰・成型品粗大収集

搬
入

家庭収集 54,905 9,532 0
1,562

240 142 0

搬
入

家
庭
系

ビン

搬
入

家
庭
系1,425

ペットボトル

計
最終
処分

大杉最終処
分場

破砕・
選別処理

東部
ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 焼却処理

東部
ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

掛洞ﾌﾟﾗﾝﾄ 衛生ｾﾝﾀｰ
選別・圧縮
・梱包処理

ﾘｻｲｸﾙ
ｾﾝﾀｰ

中間処理 最終処分・その他の処理

※2

※3

※１

岐
阜
羽
島
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
平
成
28
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止

※2

※3

※１

岐
阜
羽
島
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
平
成
28
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止



 

 

□一般廃棄物                           １ ごみ処理事業 

- 33 - 

（２） ごみ処理事業の概要 

ア 組織体制 

■組織体制の変遷 

 本市のごみ処理は、戦前、民間で行われ

ていましたが、請負金が年々増加し財政的

に事業継続が困難となってきたことから、

昭和２０年の戦災を契機に市の直営に移

行し、民生部保健衛生課が担当となり、昭

和２９年清掃法の制定に伴い岐阜市清掃

条例及び同規則が施行されました。 

 昭和３０年代後半から４０年代にかけ

ての高度経済成長は、本市においてもごみ

量の増大とごみ質の変化をもたらしまし

た。急増するごみに対処可能な施設の整備

を図る中で、昭和３５年１０月、衛生行政

の統一強化と合理化のため、民生部保健衛

生課は衛生部清掃課となりました。その後、

昭和４２年８月には民生局清掃部に昇格

し、ごみ収集部門を清掃第一課、し尿収集

部門を清掃第二課としました。 

 昭和５８年４月には、ごみの資源化・減

量化をさらに促進させるため、廃品回収と

して小中学校のＰＴＡで実施していた集

団回収活動に対し、市が自治会に奨励金を

出し資源分別回収事業を発足しました。 

 平成に入り、広報啓発活動を強化し、ご

みの資源化・減量化に積極的に取り組むた

め、平成４年４月に環境一課内にリサイク

ル推進室を設け、平成１０年度からはリサ

イクル推進課に分離独立しました。 

 平成７年度には、組織・機構の見直しに

より側溝清掃を土木部へ移管し、平成８年

４月から、普通ごみ収集をはじめとする収

集業務の一部について民間委託を開始、平

成１１年度には委託業務範囲を拡大する

とともに、祈年町環境事務所を廃止するな

ど業務の効率化を進めました。 

 平成１２年４月の機構改革により生活

環境部から環境部へと移行し、併せてし尿

の事業規模縮小から環境一・二課を統一し

て環境事業課とし、全環境事務所を統括管

理する体制になりました。 

 平成１５年４月の機構改革により、課を

廃止し室制をとる中で、元の環境部の機能

を振り分け、ごみ処理部門に関しては環境

事業部とし、資源化・減量化を推進するリ

サイクル推進課が人・自然共生部内の循環

型社会推進室へと分離しました。 

 また、平成１４年４月から羽島市の焼却

ごみが岐阜羽島衛生センターへ、同年１２

月からは山県市(当時：山県郡)の焼却ごみ

が掛洞プラントへ搬入されることとなり

ました。平成２１年１２月からは山県市独

自の施設が建設されたことに伴い、掛洞プ

ラントへの搬入はなくなりました。平成１

８年１月から、柳津町との合併に伴い同区

域の収集管理と南部地域のごみ出しルー

ル啓発及び不法投棄対策強化のため、旧柳

津町内に木田環境事務所南部グループを

設置しました。さらに岐阜地域と柳津地域

のごみ出しルールの統一を進めるため平

成１９年４月には南部環境事務所としま

した。 

平成３１年４月の組織改革により、環境

事業部と自然共生部は再び環境部となり、

循環型社会推進課は地球環境課と合併し

て低炭素・資源循環課となりました。 

令和３年４月の組織改革により、環境事

業課が、ごみ処理収集部門を担う環境一課

と、し尿収集部門を担う環境二課（環境保

全課の一部を統合）になりました。 

そして、ごみ減量・資源化施策の中核を

担う新リサイクルセンターの完成に伴い、

令和４年４月に、環境一課内にあったリサ

イクルセンターが分離独立しました。 

令和５年４月の組織改革により、低炭

素・資源循環課は、脱炭素化に取り組む脱

炭素社会推進課と、ごみ減量・資源化に取
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り組む資源循環課になりました。 
 

 

■一般廃棄物(ごみ)処理の体制と内訳（令和６年４月１日現在） 

収集・運搬

埋立 圧縮・

（焼却残渣） 梱包

普通ごみ 地元
ステーション ○ ○

粗大ごみ/がれき類 戸別 ○ ○ ○ ○ ○

乾電池 ○

廃蛍光管 ○ ○

廃食用油 移動拠点 委託 ○

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装 地元
ステーション 直営・委託 ○ ○

小型家電 常設拠点 委託 ○

都
市
美
化

普通ごみ/粗大ごみ/
ビン・ペットボトル/

カン/その他
― 直営

※一部借上
○ ○ ○ ○ ○

普通ごみ/粗大ごみ ○ ○ ○ ○ ○

ビン・ペットボトル/カン ○ ○

給食生ごみ 戸別 委託 ○

普通・粗大ごみ ○ ○ ○ ○ ○

ﾋﾞﾝ･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ･ｶﾝ ○

その他(発泡ｽﾁﾛｰﾙ、 紙類等） ○

自己搬入ごみ ― 排出者 ○ ○ ○ ○ ○

※1 大掃除、引越し等臨時・多量に出るごみは、収集運搬許可業者との個別契約を原則とする。

※2 柳津地域のみ。

※3 令和2年7月13日から令和3年3月1日までは東部クリーンセンターで焼却。
（エコプラント椿が改修工事で使用できなくなったため）

排出回数

許可業者

※家庭系に準じる

※許可業者との契約による

随時

随時

排出場所

常設拠点

月１回

直営・委託

２週５回

区分

排出

週２回

随時

週１回
ビン・カン
・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

事
業
系
ご
み

公
立
学
校

資源化・
再生利用収集形態

○ ○

委託

処理・処分

焼却 破砕

生活系・事業系

生
活
系
ご
み

家
庭
系
※
１

直営・委託

地元
ステーション

事
業
所

随時

週１回

随時

委託

■家庭系ごみ収集区域 

            

  直営区域 

委託区域 

 

 

木田環境事務所 

木田 5 丁目 54-1 

南部環境事務所 

柳津町宮東 1丁目 1 

● 

● 

● 

老洞環境事務所 

芥見 6 丁目 394 
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■一般廃棄物(ごみ)収集運搬業許可業者（令和６年４月１日現在） 

許 可 番 号 1 2 3 4 10

業 者 名 中日本クリーナー㈱ 中部浄化工業㈱ ㈱出倉商店 中島清掃㈱ ㈱高島衛生

住 所 岐阜市大菅北4-20 岐阜市北野西236 岐阜市日置江2ｰ63 岐阜市粟野西7-179 岐阜市柳津町丸野4-80

許 可 番 号 6

業 者 名 ㈱美濃ラボ

住 所 海津市平田町今尾1195-1

許 可 条 件 実験動物死体限定

区域限定
柳津

許 可 条 件

区域限定
網代・市橋（一部を
除く）・鏡島・加納
東（一部を除く）・
加納西・木田・木之
本・京町・金華・黒
野・合渡・西郷・鷺
山（一部を除く）・
島・早田・城西・七
郷・則武・本郷・本
荘・明徳の一部・徹
明の一部

区域限定
藍川・芥見・芥見
東・芥見南・華陽・
長森南・長良・長良
東・白山・三輪北・
三輪南・徹明の一部

区域限定
茜部・厚見・市橋の
一部・岩・鶉・日置
江・三里・加納東の
一部・徹明の一部

区域限定
岩野田・岩野田北・
方県・常磐・長森
北・長森東・長森
西・長良西・梅林・
日野・明徳の一部・
徹明の一部・鷺山の
一部

■一般廃棄物処分業許可業者（令和６年４月１日現在） 

許可
番号

業者名・代表者氏名
所在地及び
施設所在地

　資源化を目的とする剪定枝等

　品目限定

　品目限定

　品目限定

　品目限定

　品目限定

　資源化を目的とする剪定枝等

　資源化を目的とする剪定枝等

　岐阜地域等で排出される発泡スチロール

　資源化を目的とする剪定枝等

　資源化を目的とする剪定枝等

　品目限定

　品目限定

岐阜市則松1490番地1

20

玉田建設㈱

代表取締役　玉田　稲子

中部浄化工業㈱

代表取締役　山口　益良

　品目限定

㈲クリーン東海

代表取締役　桐山　真二

代表取締役　井伊　典央

岐阜市太郎丸向良145番地の1

岐阜市大洞1丁目16番11号

岐阜市大洞4丁目142番地

中島清掃㈱

岐阜市茶屋新田字東堤外7番地の1

岐阜市大字雛倉字丸山877番地2

岐阜市日置江2丁目63番地

岐阜市三輪勢引482番3

岐阜市日置江2丁目63番地

代表取締役　篠原　利彦

㈱出倉商店

17

19

16

18
岐阜市粟野西7丁目179番地

岐阜市江崎南4番28号

代表取締役　中嶋　昭司

中日本クリーナー（株） 岐阜市大菅北4番20号

12

13

代表取締役　西本　正敏

14
岐阜代用燃料㈱

代表取締役　石田　謙治

㈲エコヤードギフ

則松工業㈲

代表取締役　村山　哲郎

15

11

許可条件

㈱高島衛生

代表取締役　高島　大助

岐阜市柳津町丸野4丁目80番地

岐阜市柳津町丸野4丁目80番地

　品目限定

　柳津区域で排出される発泡スチロール

岐阜市則松2丁目245番2

岐阜市六条大溝3丁目12番1

岐阜市大倉町5番地

　資源化（堆肥化）を目的とする刈草

　岐阜地域等で排出される発泡スチロール

　岐阜地域等で排出される発泡スチロール

岐阜市北野西236番地

岐阜市雛倉877番地2

岐阜市茶屋新田字東堤外7番地の1 　品目限定

　岐阜地域等で排出される発泡スチロール

　資源化を目的とする剪定枝等

　品目限定
21

㈲ブルーボックス 岐阜市本郷7丁目5番地

代表取締役　荒井　美津子 岐阜市秋沢2丁目147番1
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イ ごみ量・ごみ質 

■ごみ量の推移                            
民間収集 自己搬入 （単位：ｔ）

普通ごみ
粗大ごみ

※1
ビン・カン

ペットボトル
※6 乾電池 廃蛍光管 廃食用油

発泡スチロール
/白色トレイ ※7

その他プラ
※7

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
ｷｬｯﾌﾟ※7

古紙類
古着類

89,449 2,363 1,842 5,050 103 98 17 11 40 265 99,238 934 400 100,572 45,382 6,547 152,501 989

87,484 2,783 1,643 4,958 100 93 17 10 32 11 ※5 97,131 1,024 399 98,554 43,615 6,307 148,476 967

85,610 1,812 1,654 4,913 102 95 18 13 29 15 0 94,261 949 389 95,599 41,964 6,421 143,984 938

83,586 1,810 1,569 4,773 102 87 24 15 24 15 0 92,005 1,099 366 93,470 41,492 6,309 141,271 923

84,558 1,760 1,538 4,675 96 86 22 11 23 18 92,787 858 357 94,002 42,298 6,337 142,637 932

83,613 1,579 1,573 4,787 98 82 22 14 21 17 91,806 882 349 93,037 41,845 6,404 141,286 929

82,777 1,678 1,591 4,862 95 78 22 14 21 14 91,152 939 345 92,436 41,288 6,729 140,453 927

80,997 1,625 1,542 4,775 98 82 22 13 20 16 89,190 864 344 90,398 41,492 6,607 138,497 915

80,078 1,562 1,378 4,859 94 76 22 13 21 15 88,118 713 338 89,169 41,817 6,635 137,621 911

78,318 1,563 1,432 4,831 103 69 22 10 20 19 86,387 697 326 87,410 41,261 6,642 135,313 900

77,877 1,603 1,476 4,697 108 63 22 10 20 18 0 85,894 630 313 86,837 41,282 6,886 135,005 902

77,010 1,681 1,451 4,729 105 61 22 11 20 21 85,111 712 190 86,013 41,281 7,230 134,524 902

76,532 1,756 1,451 4,738 104 60 16 11 20 21 84,693 517 237 85,447 40,476 7,643 133,566 897

76,873 1,919 3,714 2,657 107 56 17 11 22 24 0 85,400 476 55 85,931 35,693 8,612 130,236 878

75,788 1,961 3,719 2,475 110 50 16 14 55 7 0 84,195 496 368 85,059 36,803 7,866 129,729 881

66,453 1,827 4,333 2,260 104 45 15 0 4,793 0 0 79,830 434 417 80,681 37,632 7,481 125,794 860

64,433 1,631 3,963 2,131 105 42 13 0 4,533 0 0 76,851 426 418 77,695 37,358 7,267 122,320 836

４月 5,240 136 303 148 11 3 1 364 6,206 34 24 6,264 3,050 558 9,872

５月 5,874 151 365 187 8 4 1 420 7,010 59 39 7,108 3,201 669 10,978

６月 5,454 134 341 194 8 3 1 386 6,521 35 46 6,602 3,134 635 10,371

７月 5,373 126 330 205 6 3 1 360 6,404 31 31 6,466 3,249 558 10,273

８月 5,649 131 374 245 7 3 1 414 6,824 33 4 6,861 3,328 576 10,765

９月 5,358 118 326 205 9 3 1 355 6,375 37 45 6,457 3,192 564 10,213

10月 5,646 146 316 181 10 4 1 367 6,671 35 41 6,747 3,115 691 10,553

11月 5,335 157 310 160 8 4 1 385 6,360 57 45 6,462 3,014 675 10,151

12月 5,660 181 344 153 10 7 2 370 0 6,727 35 43 6,805 3,273 776 10,854

１月 5,281 96 350 159 8 3 1 407 0 6,305 28 37 6,370 2,953 490 9,813

２月 4,680 115 307 148 15 3 1 356 0 5,625 16 37 5,678 2,810 532 9,020

３月 4,883 140 297 146 5 2 1 349 0 5,823 26 26 5,875 3,039 543 9,457

R2

Ｈ22

R3

Ｈ29

Ｈ30

Ｈ23

Ｈ28

R1

 生活系
　 ・
 事業系

家庭系
ごみ

学校ごみ
（生ごみ）

※2

都市美化
ごみ

Ｈ21

Ｈ19

Ｈ20

生活系
ごみ

R4

R5

事業系
ごみ
※3,4

計

市収集

一人一日
当たり
排出量

(単位:g)

Ｈ27

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

 
※1 粗大ごみには「小型家電リサイクル」を含む（平成２６年度以降）。 

※2 学校(市立)ごみは、本来事業系ごみであるが、収集形態上生活ごみに含む。 

※3 事業系ごみには「併せ産廃」を含む。 

※4 事業系ごみのうち、ビン、カン以外の資源ごみ及び実験動物死体、産褥汚物の収集量は、 

平成１３年度から計上。 

※5 古紙・古着類（柳津地域）は平成１９年度までは行政収集していたが、平成２０年度 

より資源分別回収事業へ移行。 

※6 令和元年度まではビンとペットボトルをあわせて集計。 

※7 令和４年度からプラスチック製容器包装として収集。 

   

 

 

 

100,572 

98,554 

95,599 

93,470 

94,002 

93,037 

92,436 

90,398 

89,169 

87,410 

86,837 

86,013 

85,447 

85,931 

85,059 

80,681 

82,512 

45,382 

43,615 

41,964 

41,492 

42,298 

41,845 

41,288 

41,492 

41,817 

41,261 

41,282 

41,281 

40,476 

35,693 

36,803 
37,632 

39,808 

989 

967 

938 

923 
932 929 927 

915 911 

900 
902 902 897 

878 
881 

860 

836 

750

800

850

900

950

1,000

1,050

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

(単位：g)(単位：t) ごみ量の推移（排出元別内訳）

生活系 事業系 一人一日あたり排出量
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■ごみの組成調査結果の推移 

①普通ごみ

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

可燃物 （％) 55.3 52.1 56.1 56.8 58.8 49.0 56.0 53.5 56.4

水　分 （％) 39.1 42.1 38.5 38.1 36.6 42.4 38.1 40.5 37.9

灰　分 （％) 5.6 5.9 5.4 5.0 4.6 8.6 6.0 6.0 5.7

（ｔ／㎥） 0.145 0.149 0.144 0.143 0.149 0.143 0.140 0.126 0.138

計算値 2,254 2,093 2,294 2,328 2,423 2,010 2,290 2,165 2,310

実測値 2,185 2,076 2,258 2,203 2,526 2,470 2,675 2,530 2,639

34.1 30.5 36.1 34.4 36.7 35.3 33.0 31.1 34.3

4.7 5.1 6.2 4.5 7.1 5.1 5.2 6.2 6.0

10.7 13.8 16.9 12.5 10.4 7.3 14.7 14.9 19.5

18.6 18.0 15.0 18.6 18.7 22.3 19.5 16.7 11.4

1.5 0.8 1.7 0.9 0.8 0.0 0.7 1.5 0.8

27.4 28.8 21.7 27.6 25.1 19.0 24.2 26.3 26.7

0.5 1.0 0.4 0.4 0.2 1.5 0.6 0.5 0.2

0.2 0.3 0.3 0.2 0.1 0.5 0.1 0.2 0.3

0.7 0.7 0.7 0.4 0.2 1.4 0.3 1.4 0.3

1.0 0.7 0.5 0.3 0.4 5.4 1.2 0.6 0.4

(％) 0.3 0.3 0.3 0.2 0.3 1.3 0.3 0.3 0.1

0.3 0.2 0.3 0.2 0.1 0.9 0.3 0.2 0.1

東部クリーンセンター及び掛洞プラントのピットから年４回採取し分析した平均値

②直接搬入ごみ(事業系)

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

（kcal／㎏） 3,873 2,755 3,235 2,670 2,458 2,100 3,190 3,160 3,900

63.5 62.4 50.5 54.4 50.7 39.3 37.7 43.5 39.8

24.2 21.0 26.1 29.4 26.7 24.1 20.2 25.1 21.9

5.0 9.8 15.3 9.4 5.1 14.5 30.3 24.5 26.7

1.6 4.5 1.6 3.5 12.4 7.5 4.9 2.2 1.2

5.7 2.3 6.6 3.5 5.2 14.6 7.0 4.9 10.5

東部クリーンセンターのピットから年４回採取し分析した平均値

③粗大ごみ

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

12.0 4.0 9.9 10.6 5.2 7.3 4.8 3.7 3.8

22.8 23.8 18.7 21.4 17.5 18.5 27.9 23.7 28.4

27.7 37.8 37.3 33.2 42.5 33.5 19.0 23.5 28.5

18.6 16.4 15.4 21.1 15.1 16.4 20.3 21.8 13.4

5.8 1.4 5.5 0.2 1.2 0.1 1.4 5.6 0.8

0.8 2.3 2.9 2.5 1.6 7.3 1.0 0.4 0.4

1.2 4.6 2.6 1.3 3.7 3.7 0.9 1.7 0.9

7.0 6.0 4.3 6.1 5.0 11.2 19.6 15.5 16.7

2.9 2.1 2.2 3.0 5.2 1.3 4.0 2.8 5.1

1.4 1.7 1.2 0.8 2.9 0.7 1.3 1.4 2.1

東部クリーンセンターのピットから年４回採取し分析した平均値

乾

物

重

量

磁 性 金 属 類

雑 物 ( ５ ㎜ 以 上 )

木 ・ 竹 ・ わ ら 類

プ ラ ス チ ッ ク 類

布 類

プ ラ ス チ ッ ク 類

（％）

低位発熱量 実測値

（％）

低 位 発 熱 量

（kcal／㎏）

可

燃

物

見 か け 比 重

湿

物

重

量

成 分

ゴ ム ・ 皮 革 類

厨 芥 類

紙 類

厨 芥 類

ガ ラ ス 類

雑 物 ( ５ ㎜ 未 満 )

紙 ・ 布 類
乾
物
重
量

不 燃 物

布 類

木 ・ 竹 類

木 ・ 竹 ・ わ ら 類

非 磁 性 金 属 類

陶 器 ・ 石 類

非 磁 性 金 属 類

ガ ラ ス 類

陶 器 ・ 石 類

雑 物 そ の 他

磁 性 金 属 類

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ ・皮革類

不

燃

物

ゴ ム ・ 皮 革 類

紙 類

 
※割合については四捨五入して表記したため合計が 100にならないことがある。 
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ウ 排出～収集・運搬 

 ごみは大別して生活系・事業系に分けら

れます。排出者の自己処理(処理施設への

持ち込みを含む)のほか特殊な場合を除い

て、生活系ごみは行政収集を、事業系ごみ

は自己搬入または民間収集をそれぞれの

基本的な収集運搬体制としています。 

  また、生活系のごみが全体の約２／３を

占めることから、市の人口/世帯数の動向

はごみの発生量に大きく影響します。 

平成１８年１月に柳津町と合併したこと

により、平成１８年度に本市が計画管理す

るごみ量は、全体では３,２１８ｔ増加し

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生活系ごみ》 

■家庭系ごみ 

①普通ごみ 

昭和４３年４月に、それまで使用してい

た手引き車を全面廃止し、軽四輪車に切り

換えるなど積み込み作業の近代化を行い、

収 集 体 制 を 整 え る と と も に 、 全 市 の 約

７０％を収集範囲とし、昭和４４年９月に

は試験的に袋収集を実施しました。 

昭和４６年４月、ごみ処理事業の効率的

運営を図るため、清掃事務所別収集区域を

確立し、同年１０月にはごみ収集手数料を

無料化し、また、収集区域の拡大にあわせ

てより衛生的で効率的な袋類収集とステ

ーション方式の導入を図りました。 

昭和４８年にかけて週２回の普通ごみ

収集を全市域に拡大し、また、事業系一般

廃棄物の収集に許可業者制を導入するな

ど、ほぼこの時期に現行のごみ収集システ

ムが形成されました。 

平成８年４月から、収集・運搬について、

一部民間委託を行い、各環境事務所の監督

のもと、市の直営事業と同様の収集を行っ

ています。当初、市内を３区域に分割し、

それぞれに環境事務所を設置して収集を

行っていましたが、平成１１年度には祈年

町環境事務所を廃止し２事務所体制にす

るとともに、委託の割合を増やしました。 

平成１０年２月から、ごみ減量や資源化

のための分別排出を一層進めるために啓

発シール(イエローカード)制度を取り入

れ、さらに平成１２年４月からは、透明袋

による収集を開始しました。こうした施策

の成果として、ごみの排出が一旦は大幅に

抑制されましたが、平成１３年度には廃棄

物処理法の改正による野外焼却の禁止に

伴い、潜在していた剪定枝などのごみが排

出されるなど、ごみ収集量は再び増加に転

じました。 

ごみ処理の適正化・減量化・資源化とい

ったことのみならず、収集車両にもより環

境への配慮が求められるようになり、従来

の軽油で走るディーゼル車に代えて、平成

１３年度にはＬＰガスと天然ガス燃料で

走行するパッカー車を導入しました。令和

２年度ではＬＰガス車１台、低排気ガスの

ディーゼル車１５台、計１６台が稼動して

います。 

また、祝日法の改正により、月曜日に祝

日が多くあてられるようになったことか

ら、収集地域間の不公平を解消するために、

平成１４年１２月より、普通ごみの祝日収

集を開始しました。 

422,979 

421,995 

421,264 

420,160 
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☆令和５年度収集量は６４，４３３ｔで、前

年度より２，０２０ｔ減少しました。 

 

 

②粗大ごみ 

昭和４０年の岐阜国体開催を契機に、当

時の収集体制では適正処理が困難であっ

た家具等の耐久消費財等に対し、都市美化

推進と称して校区単位で年１～２回の収

集を始めました。昭和４７年には年２回、

翌４８年には年３回の体制となり、ニーズ

に沿った計画収集を展開してきました。 

平成１０年１０月からは、収集方法を電

話申込みによる戸別収集又は自己搬入に

変更し、それに伴い有料化を開始しました。

制度開始の直前の１年間は駆け込み排出

で一時的に排出量が増加しましたが、翌平

成１１年度の収集量は前年度の２割以下

に減少しました。 

平成１３年４月から「特定家庭用機器再

商品化法(家電リサイクル法)」の施行に伴

い、小売業者の引取り義務のない法対象品

目を、粗大ごみの収集体制で収集し、製造

業者指定の引取場所へ運搬を始めました。 

さらに平成１５年１０月から「資源の有

効な利用の促進に関する法律（資源有効利

用促進法）」に基づくＰＣリサイクルが開

始され、殆どのパソコンはメーカーがリサ

イクルすることとなりました。 

☆令和５年度は１，６１１ｔ(自己搬入分

を含めると６，３５１ｔ)の粗大ごみを収

集・処理しました。 

 

 
  

 

 

③小型家電リサイクル 

「使用済小型電子機器等の再資源化の

促進に関する法律（小型家電リサイクル

法）」に基づき、使用済小型電子機器等に利

用されている金属その他の有用なものの

再資源化を促進するため、平成２６年８月

から「岐阜市小型家電リサイクル」として、

携帯電話やノートパソコン、デジタルカメ

ラなど１６品目の回収を始めました。平成

２８年１月には、対象品目を２８品目に、

平成３０年４月から回収ヵ所を５ヵ所増

やして、１３ヵ所に拡大しました。 

また、平成２９年４月からは、月１回

公民館等での回収を開始しました。 

☆令和５年度は２０ｔを回収しました。 

 

④ビン・カン・ペットボトル 

普通ごみに混入している有価物を分別

し資源化するために、昭和６２年４月から

従来の週２回の普通ごみ収集のほかに、月

２回のビン・カン分別収集を開始しました。 

さらに平成９年４月、岐阜市リサイクル

センター(処理能力５３ｔ/日)が稼働し、

収集体制もビン・カンにペットボトルを加

え、月２回から週１回収集としました。ま

た、平成１８年１月からは祝日収集を始め

ました。ビン・ペットボトル収集は民間委
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託、カンは直営による収集体制としていま

したが、令和２年４月からカン収集も委託

しました。この委託に併せてビン・ペット

ボトルの同一袋排出を別々の袋とするご

み出しのルールの見直しを行ったほか、一

部地域については排出曜日の見直しを行

いました。 

☆令和５年度はビン・カン・ペットボトル

を合わせて６，０９４ｔを収集しました。 

 
 

⑤廃蛍光管 

廃蛍光管は有害物質である水銀を含ん

でいるため、平成４年９月から市内１６ヵ

所、平成５年１１月からは公民館等５３ヵ

所（柳津地区との合併後は５４ヵ所）の常

設ステーションに専用回収箱を設置して

分別収集し、収集した廃蛍光管は破砕機で

破砕し、民間業者に委託し処分しています。 

☆令和５年度は４２ｔを収集・処理しまし

た。 

 

⑥乾電池 

有害物質である重金属を含む使用済乾

電池は、昭和６０年７月から年３回の粗大

ごみ収集時に各ステーションに専用コン

テナを用意して分別収集をしてきました

が 、 粗 大 ご み を 戸 別 収 集 に 変 更 し た 平 成

１０年１０月からは廃蛍光管と同様、常設

の拠点収集方法に変更しました。処理は公

害防止及び有用資源リサイクルを促進す

るため、民間業者に委託し処分しています。 

☆令和５年度は１０５ｔを収集・処理しま

した。 

 
 

⑦廃食用油 

 平成１６年１０月より、さらなる分別を

図るため廃食用油、発泡スチロール（白色

トレイ）の分別収集を開始し、各地域で指

定した公民館等の施設（全５２ヵ所）で毎

月１回、午前７時から午前１１時の間で、

作業員が立ち会って収集しています。 

 また、平成２０年度からはペットボトル

のキャップの分別収集を開始しました。 

令和４年４月からプラスチック製容器

包装の分別収集の開始に伴い、ペットボト

ルのキャップ・発泡スチロール・白色トレ

イは、週 1回ステーション方式で収集され

ることになりました。 

廃食用油は売却し、再資源化しています。 

☆令和５年度は廃食用油を１３ｔ収集し、

再資源化しました。 
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⑧プラスチック製容器包装 

 資源ごみのリサイクルを、さらに推進

するため、令和４年４月に新リサイクル

センター（処理能力４６.１t／日）を稼

働するとともに、プラスチック製容器包

装の分別収集を開始しました。普通ごみ

に混入しているプラスチック類の資源化

を図るため、「容器包装リサイクル法」に

基づき、一般家庭を対象に週１回ステー

ション方式で、直営及び民間委託による

収集体制としています。 

☆令和５年度は、４，５３３ｔを収集し

ました。 

 

■都市美化ごみ 

ボランティア等による長良川清掃や町

内清掃等によって集められたごみは、その

性質上、通常の家庭系ごみの収集体制では

適正な対応ができないため、通常収集とは

別の車両で収集にあたっています。町内清

掃等の場合、あらかじめ自治会等から申し

込まれたものを対象としています。 

近年では、自治会の清掃活動に加え、「ご

みゼロ運動」や「クリーンシティぎふの日

運動」などといった広域的な清掃ボランテ

ィア活動も年々盛んになり、都市美化収集

に対するニーズは拡大しています。 

☆令和５年度は８３４件の依頼件数があ

り、４２６ｔを収集しました。

 

岐阜市まちを美しくする条例 

市民と市とが連携して環境美化の促進を

図ることを目的に、平成１１年３月に制

定され、それにあわせて５月３０日(ご

みゼロの日)、１１月の第３日曜日(クリ

ーンシティぎふの日)が環境美化の日に

位置づけられました。 

 

■学校ごみ 

 市内公立小中学校等の給食残渣類は、市

直営の学校ごみ専用車による普通ごみ収

集として行っていましたが、平成１１年４

月よりリサイクルを目的とした生ごみの

分別収集を開始し、平成１２年４月より収

集業務を委託しました。それに伴い、生ご

み以外の普通ごみについては専用収集車

を廃止し、ステーション方式により家庭系

ごみと同様に市が収集しています。(※収

集形態上生活系ごみに位置づけていま

す。) 

☆令和５年度は、生ごみ４１８ｔを収集し、

うち３３５ｔが市畜産センター内の堆肥

化施設「エコプラント椿」で資源化処理、

うち８３ｔが「エコプラント椿」の稼働停

止により、焼却処理されました。 
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令和 2年 7月 13日から令和 3年 3月 1日までは、改修工事でエコプラント椿

が一時使用できなくなったため、東部クリーンセンターで焼却（焼却分は含ま

ず） 
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《事業系ごみ》 

■事業系一般廃棄物 

事業活動に伴って生じた一般廃棄物は、

原則として排出者が自らの責任において

適正に処理しなければなりません（廃棄物

処理法第３条「事業者の責務」）。 

 事業者が自らの能力で適正処理できな

い場合は、自分で処理施設へ持ち込むか、

事業者と市から一般廃棄物収集運搬業の

許可を受けた業者との間で収集・運搬の契

約を結ぶことで、適正処理を行っています。

許可業者が標準的なごみ質の普通ごみを

収集運搬する場合の料金は、指導価格とし

て１２円／㎏（税抜）を原則としています。 

但し一般家庭から排出される一般廃棄物

と合わせて週標準量５０㎏かつ収集回数

週２回を超えない場合は、家庭系普通ごみ

に準じて市が収集しています。 

いずれも、市の処理施設へ搬入される事

業系ごみについては、家庭系ごみ出しのル

ールに基づくうえ、紙類等の積極的なリサ

イクルや産業廃棄物との区別等、より厳し

い管理が排出事業者にも要求されます。 

☆令和５年度の事業系ごみ総収集量は、３

９，８０８ｔ(併せ産廃含む)で、うち許可

業者の収集分は３７，３５８ｔでした。 

  

 

 

 

 

■産業廃棄物の併せ処理 

        （産業廃棄物→64ページ） 

 本来、市の焼却場は一般廃棄物を処理す

る施設ですが、産業廃棄物のうち繊維類・

紙類・木類・動植物性残渣については少量

排出者に限り搬入を認めています。なお、

平 成 １ ７ 年 ７ 月 搬 入 分 か ら 処 理 料 金 を

１.２５円/㎏から１１円/㎏に改正しまし

た。 

☆令和５年度は、２施設で、３４２ｔの

産業廃棄物を処理しました。 
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《その他の収集形態》 

■直接搬入ごみ 

市民が引越しや大清掃、庭の剪定などに

よる一時多量ごみ(可燃物)をまとめて処

分したい場合、もしくは市内の事業者が許

可業者を利用せずに自らの一般廃棄物を

処分したい場合は、環境一課の窓口で期限

を定めた搬入承認を受け、直接自分で焼却

施設へ搬入することができます(但し曜

日・時間指定有り)。平成１０年８月からは、

単発的なものについては電話による受付

けも行っています。 

 ただし、紙ごみのように、予め分別して

おくことで容易にリサイクルできるもの

については、できる限り専門処理業者へ持

ち込んでいただくよう、随時協力を呼びか

けています。 

粗大ごみについては、平成１０年の制度

変更により、持ち込み施設への自己搬入が

可能になりました。その後、平成１８年４

月に東部粗大ごみ自己搬入施設、平成２１

年４月に南部粗大ごみ自己搬入施設、平成

２４年４月には北西部粗大ごみ自己搬入

施設が稼働を開始し、市民は３ヵ所の粗大

ごみ自己搬入施設から選択できるように

なったため利便性が大幅に向上しました。 

☆令和５年度の直接搬入量は、全施設合わ

せて７，２６７ｔでした。 

 

 

エ 処理・処分 

《中間処理》 

■焼却処理 

昭和３０年代、特別清掃地域の拡大と人

口増加により、昭和２７年は４０ｔであっ

たごみ排出日量が、５年後の昭和３２年に

は７７ｔと急増したことに対し、昭和３３

年４月に祈年町焼却場の増設、昭和３５年

６月に折立焼却場の新設、そして昭和３７

年２月には同施設の増設等で対処し、さら

に昭和４０年２月、処理能力１００ｔ/日

の衛生センターごみ焼却場（岐阜市羽島郡

衛生施設組合(当時)）を建設し、施設の整

備拡充を図りました。 

昭和４５年４月、老洞焼却場(処理能力

３００ｔ/日)を建設しました。さらに昭和

５ ４ 年 ３ 月 に は 掛 洞 プ ラ ン ト （ 処 理 能 力

３００ｔ/日）が完成したことにより、市全

体の焼却処理能力は、４３５ｔ/日から６

７５ｔ/日に拡張し、可燃ごみの全量焼却

体制が整いました。その後衛生センターへ

の本市の持込み分を６０ｔ/日と計画変更

したことにより、昭和６０年から６６０ｔ

/日体制となりました。 

平成４年度から、衛生センター焼却施設

の老朽化に伴い焼却能力１８０ｔ/日の施

設建設に着手し、平成７年に完成したこと

により本市の持込み分は７５ｔ/日に計画

変更されました。 

 平成１０年４月には、老朽化した老洞焼

却場に代わり、処理能力４５０ｔ/日の東

部クリーンセンターが稼働を開始しまし

た。これに併せて、同年、掛洞プラントで

は排ガス中のダイオキシン類を恒久対策

基準である１.０ng-TEQ/ m3N以下にするた

め、１号炉の排ガス対策工事を実施し平成

１１年１月に２号炉は休止としました。 

 広域行政の推進とともに、平成１４年４

月から衛生センターにて羽島市のごみを、

同年１２月から掛洞プラントでは山県郡
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直接搬入ごみ量の推移
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(現山県市)のごみをそれぞれ処理（山県市

のごみは平成２１年１１月終了）するなど、

近年において市内の焼却施設の総処理量

は増加してきている一方で、衛生センター

での本市処理分を年間３，０００ｔに抑え

る計画に変更しました。平成１８年１月１

日に柳津町と合併したことにより、衛生セ

ン タ ー で 処 理 す る 岐 阜 市 分 の ご み は 、 約

６,０００ｔに増えました。なお、平成２７

年度末をもって、衛生センターごみ処理施

設の稼働を停止しました。 

☆令和５年度の焼却処理量は、２施設合わ

せて１１１，９７０ｔで、1 日あたりの平

均処理量は３４５ｔでした。また、総収集

量１２２，３２０ｔのうち、最終的に焼却

処理の対象となる量は１１３，８７２ｔで

全体の約９３．１％を占めています。 

 

 

■破砕処理 

当初、粗大ごみは、最終処分場への全量

埋立を行っていましたが、昭和５４年４月

に粗大ごみの中間処理施設として掛洞プ

ラントに回転ハンマー式破砕機を併設(処

理能力１００ｔ/５ｈ)したことにより、家

庭から出る家具、電化製品、家庭用品類等

は概ね破砕処理してきました。 

平成１０年４月からは、老朽化した掛洞

プラントに代わり、東部クリーンセンター

粗大ごみ処理施設(処理能力６０ｔ/５ｈ)

の稼働を開始しました。しかし、平成２７

年１０月に発生した火災事故の影響によ

り処理施設は稼働を停止したため、移動式

破砕機を設置して暫定的なごみ処理をし

ながら、処理施設の復旧工事を進めました。 

令和３年３月に復旧工事が完了し、新た

な粗大ごみ処理施設（処理能力３０ｔ/５

ｈ）による処理を開始しました。 

☆令和５年度は７，７９３ｔを処理し、 

９６６ｔの金属類を回収、売却しました。

 

 

■資源化処理(選別・圧縮梱包) 

 昭和６２年４月からのビン・カン分別収

集 事 業 開 始 に 伴 い 、 同 年 ３ 月 に 処 理 能 力

２０ｔ/日の奥資源化センター(カンの選

別・プレス場）を竣工しました。 

 平成９年３月には「容器包装リサイクル

法」の施行に併せ、奥資源化センターに代

わる処理能力５０ｔ/日（平成１２年度か

ら５２ｔ/日、平成２６年度から５３t/日）

の岐阜市リサイクルセンター(ビン・カン・

ペットボトルの選別・プレス場)が完成し、

４月からの稼働開始に伴いペットボトル

の分別収集事業を開始しました。 

 令和４年３月には、施設の老朽化やペッ

トボトルの消費量の増加に対応するため、

処理能力４６．１ｔ／日の岐阜市リサイク

ルセンター（ビン・カン・ペットボトル・

プラスチック製容器包装の選別・プレス場）

が完成し、４月からの稼働開始に伴いプラ
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スチック製容器包装の分別収集事業を開

始しました（同年５月に５３．６ｔ／日へ

変更）。 

 ここで選別及び圧縮・梱包した製品のうち、

金属やカレットについては、競争入札によ

り売却しており、ペットボトルや硝子残渣、

プラスチック製容器包装は外部へ再生処

理業務を委託しています。 

☆令和５年度は９，４７１ｔを処理し、う

ち７，１７７ｔを資源化しました。 

 

 

《最終処分》 

■埋立 

 掛洞プラントの建設に伴い、昭和５３年

度 に 、 岐 阜 市 北 西 部 の 佐 野 に 埋 立 容 量

１２６，０００㎥、北東部の阿原沖に埋立

容量１１７，０００㎥の最終処分場を建設

し、汚水処理施設を建設した後、昭和５４

年４月から埋立てを開始しました。 

昭和６１年３月には佐野最終処分場の

埋立完了（昭和６３年３月）に備え、容量

１５８，０００㎥の奥最終処分場を建設し

ました。さらに平成２年度には、阿原沖最

終処分場を増設(容量１１７，０００㎥→

１６３，０００㎥）し、増え続けるごみ(灰)

量に対応すべく既存設備の充実を図る中

で、平成９年３月には奥最終処分場の、ま

た、平成１０年３月には阿原沖最終処分場

の埋立てを順次完了しました。 

平 成 ７ 年 ３ 月 に は 、 阿 原 沖 一 般 廃 棄 物

最 終 処 分 場 の 埋 立 完 了 に 備 え 、 埋 立 容 量

２８３，４００㎥の北野阿原一般廃棄物最

終処分場を建設し、平成７年９月から埋立

てを開始し、平成２４年６月に埋立てを完

了しました。さらに、北野阿原一般廃棄物

最終処分場の埋立て完了に備え、大杉一般

廃棄物最終処分場を平成２３年３月に建

設し、平成２４年１月から埋立てを開始し

ました。 

☆令和５年度は１２，６０４ｔの焼却残渣

(重量換算、覆土は別)を最終処分しました。 

 

■外部処理 

 市が収集する物のうち、乾電池、廃蛍光

管、粗大系ごみの破砕不適収集品目、その

他中間処理で選別される磁性金属類等に

ついては、外部処理施設(処理・再生業者)

等にて適正に資源化等の処理がされてい

ます。 

 また、市の許可業者が収集する事業系一

般廃棄物のうち、カン・ビン・ペットボト

ル、そのほか剪定枝などの資源ごみについ

ても、外部の処理施設(再生業者)へ直接搬

入され、再生利用されています。 

 実験動物死体は、市の許可業者が収集し

自社処理(資源化)しています。 

産褥汚物は令和元年度まで市の許可業

者が収集し、市斎苑で火葬しました。 

 

《その他》 

■飼い主不明犬猫等死体収集・処理 

道路上の飼い主不明犬猫等動物死体の

収集・運搬は、専門の民間業者に委託して

おり、集められた死体は市斎苑(動物専用

炉)にて火葬しています。平成１３年１０

月より収集業務を３６５日に拡大したこ

とで、届出に対してより迅速な対応ができ

るようになりました。 

☆令和５年度は、２，３１８体を処理しま

した。 
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オ 指導・啓発 

平成８年度から家庭系普通ごみの収集

業務委託を開始するにあたって、収集業者

の指導・監督及び、市民への啓発強化を目

的とした指導係が環境事務所に設置され

ました。これにより、収集にかかる苦情対

応や、ごみステーション管理にかかる自治

会からの問い合わせや、ごみ出しルールの

啓発活動がより迅速に行なえるようにな

り、しかも収集ノウハウのある職員が専門

で対面啓発にあたることにより、状況に応

じたきめ細かな対応が可能になりました。 

 

■啓発シール「イエローカード」 

平成１０年２月から、ごみ出しのルール

の徹底を強化するために、イエローカード

制度を開始しました。 

各地域のごみステーションに出された

違反ごみには収集時にイエローカードを

貼り、その場所に残します。後に担当者が

直接現場に行き、違反内容の説明や正しい

出し方の啓発をしています。 

 

■冊子「岐阜市ごみ出しのルール」 

家庭系ごみの排出ルールを中心に編集

し、自治会を通じて自治会加入世帯に配布

するほか、市役所窓口にて転入者等へも随

時配布しています。平成１３年度からは粗

大ごみの排出案内(特に家電リサイクル法

対応)等を併せて掲載するために、それま

での１枚物チラシから冊子に変更しまし

た。 

☆自治会未加入者の多い集合住宅への啓

発の強化と前年度実績を踏まえ、令和４年

度は、約２０万部を作成しました。 

 

■中間処理施設等の見学会 

東部クリーンセンター、岐阜市リサイク

ルセンターでは、ごみ処理の様子や各設備

の働き等を見学(要予約)することができ

ます。主に地域団体や学校などの活動で見

学会を実施し、ごみ処理の仕組みやルール

に対する理解を深めていただいています。 

な お 、 岐 阜 羽 島 衛 生 セ ン タ ー は 、 平 成

２８年３月のごみ焼却施設の稼働停止に

伴い、見学受付は終了しました。 

 

 

■芥見リサイクルプラザ 

ごみの減量・資源化及び循環型社会の構

築にむけた市民啓発の拠点とするため、平

成１０年４月に東部クリーンセンター内

に開設されました。粗大ごみ・衣類等再使

用品譲渡やリサイクル工芸室を使った各

種講座、学習コーナー、施設見学などごみ

減量・資源化の啓発事業を継続的に行って

います。 

☆平成３０年４月から、令和５年３月まで
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は粗大ごみ処理施設復旧・解体・跡地整備

工事のため休館し、事業の一部を、大杉一

般廃棄物最終処分場の環境学習棟で実施

していました。また、その間、東部クリー

ンセンターの施設見学ができないため、学

校に出向き、施設の概要やごみ処理の流れ

の説明を行っていました。令和５年３月末

に工事が完了したため、令和５年４月から

各事業を再開しています。（施設案内 Ｐ

１３参照） 

☆令和５年度は東部クリーンセンター、大

杉一般廃棄物最終処分場を合わせて 1,654

人が訪れました。 

 

■ ご み 収 集 車 両 (パ ッ カ ー 車 )の ラ ッ ピ ン グ 

市直営のパッカー車を新規購入する際、

市内の小中学生からごみ減量・資源リサイ

クルをテーマに募集したポスターから選

考した作品を架装部分に掲載しています。

こうしたことでパッカー車をより身近に

感じてもらい、ごみ出しルールの遵守をは

じめ、ごみの減量・リサイクルの促進への

関心を高めてもらうための工夫をしてい

ます。 

また、ごみの出し方の変更時などの緊急

周知にも活用しています。 

 

カ 不法投棄対策 

大量かつ悪質な廃棄物の不法投棄(廃棄

物処理法第１６条「投棄の禁止」)を未然に

防止し、岐阜市の良好な環境を維持するた

め、平成１１年４月に「岐阜市不法投棄監

視モニター設置要綱」を施行し、「不法投棄

監視モニター」と「不法投棄１１０番」を

設置するとともに、環境事務所には不法投

棄防止係を配置しました。これにより、通

報に対してより迅速な対応ができるよう

になりました。 

また、平成１５年９月には、監視体制の

強化を図り、「不法投棄監視システム」を導

入しました。移動が容易な２４時間監視カ

メラを常習箇所に設置することで投棄行為

の抑制や投棄者の特定のために活用してい

ます。 

 

■「不法投棄監視モニター」 

当初は山林や河川の多い区域から地元

自治会の推薦による住民１～２人、市全体

で３０人を２年任期で委嘱していました

が、平成１３年４月からは市内全域を対象

に、５４人に増員しました。また、１８年

１月羽島郡柳津町との合併により、同年４

月から２人増員し、現在は５５人に委嘱し

ています。職務は、担当地域内の適時監視

パトロールや市への不法投棄情報の提供

のほか、不法投棄防止のための啓発活動及

び毎年実施される研修会に地域の情報や

住民の意見などを持ち寄っていただいて

います。 

 

■「不法投棄１１０番」 

広く市民から不法投棄の情報を得るた

め、平成１１年４月環境事業部内に「不法

投棄１１０番」を設置しました。 

フリーダイヤル専用電話の他ファック

スを備え、市民からの不法投棄情報をいち

早く入手して、投棄場所・投棄物の内容等

の情報から担当部局への連絡調整を行っ

ています。 

 

こうして得られた情報をもとに、必要に

応じて市の関係部局及び警察、国や県の関

係部局等と協議・連携をとりながら調査、

回収、防止にあたっています。 

また、平成１３年６月に郵便局と、平成

１４年５月には森林組合と不法投棄の情

報提供についての覚書を締結し、監視通報

体制の一層の強化を図っています。 

-不法投棄１１０番- 
Tel ０１２０－５３０８１７ 
Fax ０１２０－５３０８１４ 
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これらの不法投棄対策は、パトロールと

通報に対する迅速な対応が基本となりま

すが、日々の地道な活動が徐々に市民の意

識にも浸透し、抑止力となることで、年々、

件数・量ともに減少する傾向にあります。 

       

 
 

 

☆令和５年度５６９件の通報・発見があり

ましたが、投棄者を特定できるとは限らず、

その場合は投棄場所の管理者(廃棄物処理

法第５条「清潔の保持」)や市がやむをえず

処理することになります。将来に向けて、

不法投棄を予防するための監視及び指導

啓発体制も一層充実させる必要がありま

す。 

 

キ その他関連事業 

■廃棄物発電事業 

東部クリーンセンターでは、単に廃棄物

を焼却処理するだけでなく、ごみ焼却余熱

を利用した廃棄物発電事業を行っていま

す。ここで発電した電力は、東部クリーン

センターと老洞環境事務所で使用し、余っ

た電力はすべて電力会社に売電していま

した。 

令和５年８月より余った電力の一部を

岐阜市役所本庁舎や岐阜市リサイクルセ

ンター、掛洞プラントの３施設へ送電し使

用する自己託送が始まりました。 

☆令和５年度は３２，６２０，９９０kWh発

電し、うち２，４０６，４２６kWh(注１)を

自己託送し、１２，８７４，３６４kWhを３

２１，８５９，１００円で売電しました。 

 (注１)送電ロスにより受電側数値との相違

があります。 

 

 

 

■リフレ芥見 

平成１９年３月、男女を問わず、幅広い

年齢層が気軽にスポーツを楽しめるよう

に、「心と体の健康増進」をテーマとして開

設しました。 

歩行浴プール、芝生広場があるほか、テ

ニスやゲートボール、フットサルを楽しめ

る多目的ドームが利用できます。 
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なお、平成２１年度から指定管理者制度

及び利用料金制度を導入し、指定管理者が

施設を管理運営しています。（Ｐ１４参照） 

 
 

 

■プラザ掛洞 

平成７年に岐阜市掛洞プラントのごみ

焼却余熱を利用した環境に優しい施設と

して開設し、市民の健康増進を図っていま

す。 

温水プール、浴場及び会議室を備えた施

設で、各種教室やイベントを開催しており、

地域の憩いの場として定着しています。 

なお、平成１８年度から指定管理者制度

を導入し、指定管理者が施設を管理運営し

ています。また、平成２１年度からは利用

料金制度を導入しています。（施設概要 

Ｐ１５参照） 

 
 

 

■掛洞苑(フィールドアスレチック広場) 

昭和５５年４月に開苑した掛洞苑のフ

ィールドアスレチック広場には、桜の木が

２５０本ほど植樹され、岐阜市有数の桜の

名所となっています。 

また、昭和５６年８月に掛洞プラントの

余熱利用施設が開設されましたが、プラザ

掛洞の新設にあたり平成８年４月に改装

しリサイクルまんが館となりました。この

施設も平成３１年３月をもって閉館とな

り、まんが本の一部は、プラザ掛洞のまん

がコーナーに移設しました。 
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※令和 2年から令和 5年まで、新型コロナウイルスの感

染拡大防止のため、休館や人数制限などの対策を実施 

※令和 2年から令和 5年 5月まで、新型コロナウイルス

の感染拡大防止のため、休館や人数制限などの対策を実

施 

 


